
２００８年１月１０～１１日の２日間の日程で，第

４６回セラミックス基礎科学討論会が，名古屋

国際会議場において開催された。今回は基礎科

学部会長である名古屋大学の河本邦仁教授を中

心とする実行委員の方々のお世話によって執り

行われた。例年，大学入試センター試験の関係

で１月下旬に開催されていたのだが，今年は１

月上旬に開催されたことで参加者にとっては正

月気分を払拭する効果もあったのではないかと

感じた。

昨年秋の名古屋工業大学での秋期シンポジウ

ム，１１月の豊橋技科大でのガラスおよびフォ

トニクス材料討論会，そして今回の基礎科学討

論会と，今年度はセラミックス協会関連の学会

が愛知に集中したのも印象的であった。会場へ

は地下鉄が最寄りにありアクセスの良く，また

静かな場所であった。筆者は雪の降る長岡を出

発したのだが，会期中は２日ともに良い天候に

恵まれた。

懇親会の挨拶で河本教授より，ここ数年参加

者数の減少の問題，特に企業からの参加者の減

少が目立ったが今回の参加者数は昨年の３７０名

を大幅に上回る４６０名（一般：約２７５名，学

生：約１８５名）を超えたことについて報告があ

ったが，本会の趣旨である基礎研究の重要性が

再認識されていることの現れであると見受けら

れる。学会は７会場に分かれて行われ，合計で

２７８件の講演があった。セッションごとの内訳

は，構造材料，発光・光学材料，解析・シミュ

レーション，プロトン伝導体・燃料電池，新規

化合物，薄膜，合成，光触媒・表面，環境・エ

ネルギー材料，磁性・センサ材料，生体関連材

料，解析，粒子・粉体，固体電解質，電池材

料，誘電・圧電・熱電材料，ガラス，特定セッ

ションであるケミカルデザイン，元素戦略であ

った。

本稿では筆者が聴講した講演で印象に残った

発表の一部を紹介させていただく。

・「エンジン排ガス中で発電する固体酸化物型

燃料電池」（講演番号：１D―１６）

産総研の富田らはエンジン排ガス中に未燃

焼の炭化水素，酸素が含まれることに着目
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し，発表者らが以前から研究している単室式

固体酸化物型燃料電池（SC―SOFC）を使っ

て，エンジン排ガス中での発電について発表

した。SC―SOFCでは電極の触媒活性の違い

から発電するため，燃料と空気の混合ガス中

での発電が可能であること，ガスシールする

構造を必要としないため，構造が単純であ

り，対衝撃性に優れることから自動車への搭

載に都合がよい。実際に燃料電池を２５０CC

バイクに搭載し，１５００―５５００rpmの回転数で

５―８VのOCVを示すことが報告された。

・「ブラウンミラライト構造を有するGdBaCo２

O５の燃料電池電極特性」（講演番号：１D―

１８）

岡山大学の淺沼らは SOFCにおいて低温

で動作するカソード材の探索を行い，その中

でもペロブスカイト型酸化物に類似のブラウ

ンミラライト型GdBaCo２O５に関する燃料電

池 特 性 に つ い て の 報 告 が あ り，

GdBa１―xSrxCo２O５＋δのBaサイトを Sr で置換

していくと斜方晶→正方晶→立方晶構造へ変

化し，発電特性は無置換（x＝０）の場合に

おいて最大となり，x＝０．５において最小で

あった。Ba，Sr 混合系ではカソード表面にで

きる亀裂がオーミック抵抗を増大させ，それ

が機能差の要因になったものと考察してい

た。

・「薄膜リチウム二次電池用 Li４Ti５O１２電極薄

膜と LiNbO３電解質薄膜の液相合成と特性評

価」（講演番号：２D―０７）

大阪府立大の木下らはリチウム二次イオン

電池用 Li４Ti５O１２負極材および LiNbO３電解質

薄膜を液相法により作製し，得られた二層膜

の電気化学特性についての報告があった。Li４

Ti５O１２結晶はプラトーが平坦で充放電中の体

積変化が少ないことから負極として注目され

ている。一方，LiNbO３結晶は強誘電体とし

て広く知られているが，非晶質体はリチウム

イオン伝導性を有することが報告されてい

る。発表者らは Li 源に LiOCOCH３を用いた

場合，焼成すると目的結晶である Li４Ti５O１２

以外にTiO２が析出するが，原料に LiOC２H５

を使用することでTiO２の析出を抑制できる

ことが報告された。Li４Ti５O１２膜上に LiNbO３

非晶質薄膜をオーバーコートすることで充放

電特性を測定したところプラトー電位１．５５

V（vs Li），初期放電容量１５０mAhg―１を示し

セルとして機能していることを見出した。液

相法は他の薄膜作製法に比べて簡便であり，

負極および電解質共に同一の成分から作製で

きることから今後の展開が期待される発表で

あった。

・「C１２A７エレクトライドの合成有機試薬と

しての応用：水中でのピナコール反応」（講

演番号：２G―０２）

今年度から特定セッションに指定された元

素戦略のセッションでは，東工大の細野秀雄

教授から，最近注目されている１２CaO・７

Al２O３（C１２A７）エレクトライドの新たな

応用に関する報告があった。C１２A７エレク

トライドはこのセッションの象徴的な材料で

あり，これまで電子デバイスへの応用に着目

し，電界電子放出源，有機ELディスプレイ

のカソード等への応用が検討されていた。発

表ではC１２A７エレクトライドを用いた有

機合成への応用についての報告があった。通

常，有機金属試薬を用いた有機合成では有機

金属試薬が加水分解しないように有機溶媒中

で反応を行うのが一般的であるが，C１２A７

エレクトライドを還元剤として使うと水中で

C―C結合を形成するカップリング反応が

７０％以上の高収率で起こることを見出し

た。金属カリウムと同程度の仕事関数を有す

るC１２A７エレクトライドが水との反応で

ケージが破壊すること，および界面でのゲル

層の生成により中で緩やかに反応するメカニ

ズムを説明していた。
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・「ガラス被覆多孔質チタニアワイヤを用いた

オンデマンド光触媒援用パターニング」（講

演番号：２F―１３）

東京理科大の荒井らは光触媒反応を用いた

新規な加工方法として，溶融，相分離により

TiO２―SiO２多孔質ワイヤの持つ光透過性と光

触媒機能を応用し，自己組織化膜上に局所的

に疎水性―親水性のパターニング形成につい

ての報告があった。TiO２―SiO２―Al２O３粉体を

CIP 成形し原料棒を作製し，溶融・延伸によ

りワイヤを作製後にクラッドを形成するため

ガラスキャピラリに入れ再溶融することで作

製したワイヤに紫外光を導入することで，シ

リコン基板上に形成した自己形成膜の親水―

疎水パターニングが達成される。パターニン

グのメカニズムとしてチタニアの光励起によ

る酸素活性種の形成と，活性種が基板表面に

到達しさらに光励起により達成されると考察

していた。パターニングの不均一性の原因と

してクラッドを透過した紫外光強度の不均一

性，基板表面上での紫外光の散乱の可能性を

指摘していた。今後パターニングの更なる位

置選択性，微細化が期待される。

・「フッ化水素酸へのガラスの溶解速度」（講

演番号：２F―２１）

著者が座長を務めた講演の中から２件ほど

紹介する。長岡技術科学大学の伊丹らはフッ

化物に高い耐食性を持つガラスを開発するこ

とを目的とし，フッ化水素中におけるリン酸

塩ガラスの耐フッ化水素酸性を測定し，既に

検討されているシリカガラスとの比較につい

ての発表があった。室温下４７％フッ化水素

酸に浸漬し，エッチング後５wt％の重量減

少した時間を比較すると５０CaO―５０P２O５が

１０分で SiO２ガラスの３０分よりも速く，５０

ZnO―５０P２O５は４３００分を要することが分か

った。発表者らはフッ化水素との反応性が反

応物の生成エネルギーに基づいていると考察

し，多成分系のガラス（６０P２O５―１４CeO―４．５

B２O３―１２ZnO―０．５Pr６O１１―５Cr２O３―５BaO）を 作

製し，エッチングを施したところ５wt％の

重量減少に６５０００分を要することを報告し

た。今後，透明かつ更なる耐食性の高いガラ

ス開発が期待される。

・「Si NMR化学シフトに対するホウ素の影響

評価」（講演番号：２F―２３）

岡山大学の浅野らはホウケイ酸塩ガラスに

おいて，１１Bおよび２９Si MAS NMRスペクト

ルから見積もられる非架橋酸素（NBO）量

が一致しないことについて，２９Si MAS NMR

のピーク分離がアルカリケイ酸塩ガラスの結

果に基づいていることに問題があることに着

目し，SiO４ユニットにBO４ユニットが配位

することで低磁場側へ化学シフトするのでは

ないかという仮説を立て，２９Si NMR化学シフ

トが受ける影響についての報告があった。作

成したモデルクラスターの分子軌道計算を行

うことで，SiO４ユニットを取り囲むBO４ユ

ニットの数が増えることで低磁場シフトする

ことを見出し，発表者らの提案している仮説

の妥当性を証明した。種々の手法によりガラ

スの構造モデルが明らかにされているが，本

発表はホウケイ酸塩ガラスの構造解析におい

て考慮すべき重要な研究であると感じた。

次回の第４７回セラミックス基礎科学討論会

は，京都大学の横尾俊信教授を実行委員長とし

て，２００９年１月８～９日に大阪国際会議場にお

いて開催される予定である。ガラスのセッショ

ンが今年以上に盛り上がることを期待したい。
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